
「あいぽーと」では、ＮＰＯ法人北上川流域連携会さん、水環境ネット磐
井川さんとともに、１１月２５日（日）に『炭クラフト教室』を開催しました。

この教室は、川岸の流木や果物・野菜などの炭と公園の木の実などを
合わせてオブジェを製作するもので、毎年開催してご好評を頂いています。
今回は、子供７名を含む１６名の方が参加して炭クラフト作りに取り組み、
見事な作品に仕上げていました。

炭には良く知られる脱臭効果の他に、有害な化学物質やプラスイオンを
吸着してマイナスイオンを増やす効果や湿度調節、有害電磁波を遮断す
るなどの効果があるそうで、炭クラフトをオブジェとして部屋に飾ることでそ
れらの効果も期待できます。

炭を入れる好みのかごを選びます。炭の他にどんぐり・松ぼっくり等の木の実を飾り付け、
温かみのある素敵なオブジェのできあがりです!!

今回の教室は募集定員に早々に達してしまったため、参加できない方もおられ大変申し訳ありませんでした。m(_ _)m
好評につき、再度開催することも検討しておりますので、次回の開催を楽しみにしてください。参加お待ちしております。

一関出張所管内では、一関遊水地事業・磐井川堤防改修事業を進めるとともに「狭隘（きょうあい）地区の治水対策」
を行なっています。一関市藤沢町小日形地区では洪水から住家を守る輪中堤を整備しますが、本格的な築堤に先立ち、
今年度は１２月より排水樋門を新しく造る工事を行います。地域の皆様には工事車両の通行などでご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

※「狭隘」「輪中堤」など、これまでの「あいれぽーと」で紹介していない言葉が出てきました。次号の「あいれぽーと
No.111号」で狭隘地区の治水対策事業について紹介したいと思いますので次号も是非ご覧ください!!

北上川

12月より工事着手するにあたり、11月21日(水)に小日形

公民館にて付近にお住まいの方々への工事説明会を行
いました。

今年度行う排水樋門工事箇所

輪中堤の整備イメージ


